
広報かみ平成２４年２月号９ 広報かみ平成２４年２月号 ８

２月１８日（土）～３月２０日（火・祝）２月１８日（土）～３月２０日（火・祝）

公文秀良展

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

  

さ
ざ
ん
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

山
茶
花
の
花
に
ひ
か
れ
て
絵
手
紙
に　
　

楮
佐
古
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

さ
ん
ご　
　
　
　
　
　
　

     

し
ょ
う
が

土
佐
は
い
ま
珊
瑚
の
ご
と
き
生
姜
掘
る　

 

福
留
と
も
の
り

ひ
い
ら
ぎ

柊
を
挿
す
母
の
背
の
小
さ
か
り　　　
　
　
　

山
崎　

貴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
仙
の
根
付
き
て
タ
ー
シ
ャ
の
強
さ
か
な   

森
本　

幸
美

　
　
　
　
　
　
　
　

芋
の
秋
な
ん
の
か
ん
の
と
干
菓
子
山　
　

山
﨑　　

寿
美

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

熟
し
柿
小
鳥
つ
い
ば
む
日
本
晴　
　
　

坂
本
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
り
ょ
う　
　
　
　
　
　

し
ぐ
れ

独
り
夜
の
無
聊
慰
む
虫
時
雨　
　
　
　
　

岡
田
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　

 

つ
た
も
み
じ

美
し
や
父
が
遺
せ
し
蔦
紅
葉　
　
　
　
　

北
村
千
鶴
子

 　
　
　
　
　
　

少
し
ゆ
れ
九
重
吊
り
橋
紅
葉
見
て　
　
　

有
澤　

春
江

　
　
　
　
　
　
　

家
事
少
し
済
ま
せ
て
戻
る
風
邪
の
床　
　

千
頭　

野
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら　
　

す
ず
し
ろ
の
き
り
き
り
辛
き
女
正
月　
　

森
本　

純
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ぎ
ん
な
ん

通
り
す
が
り
の
銀
杏
黄
葉
に
静
心　
　
　

高
野　

和
一

　
　
　
　
　

  

の
れ
ん

軒
下
に
暖
簾
代
わ
り
の
吊
し
柿　
　
　
　

三
谷　

誠
郎

　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆

                　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

 

み
か
ん 

海
光
の
遠
く
に
あ
り
て
蜜
柑
山　
　
　
　

公
文　

春
紀

 

い凍
て
し
草
末
だ
凍
て
ざ
る
草
あ
り
て　
　

高
橋　
　

章

う
ん
し
ゅ
う　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ず
ぶ
ろ

温
州
も
混
ざ
り
柚
子
風
呂
に
ぎ
や
か
に　

明
石
ゆ
き
ゑ

か
も鴨
の
陣
陽
当
た
る
方
へ
組
み
は
じ
む　
　

篠
崎　

亜
希

　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

か
い
し
わ
す

す
ず
生
り
の
柚
子
そ
の
ま
ま
に
峡
師
走　

北
村　

幸
子

浮
雲
と
な
り
て
去
り
ゆ
く
時
雨
雲　

 

　

西
川　

常
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

や
ま
が

石
垣
を
張
り
巡
ら
せ
る
冬
山
家 

　
　
　

甲
藤　

卓
雄

か
れ
と
う
ろ
う

枯
蟷
螂
雨
戸
の
染
み
に
動
か
ざ
る　

 　

   

國
澤　

   

英

　
　
　
　
　

  　
　
　
　

 　
　
　
　

こ
ろ
く
が
つ

遠
方
の
友
に
文
書
く
小
六
月　
　
　
　

 

野
崎　

典
子

短
日
や
ベ
ッ
ト
の
母
の
ひ
と
り
ご
と　

 

北
村　

里
子

石
垣
に
思
い
出
し
合
い
日
向
ぼ
こ　

 

　

小
野
川
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
さ
ね
ぎ

肩
た
た
き
祖
母
の
重
著
力
入
れ　
　
　

前
田　

芳
子

華
や
げ
る
山
茶
花
未
練
げ
に
こ
ぼ
る　

明
石　

英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た

日
向
ぼ
こ
時
を
忘
れ
て
転
た
寝
す　
　

中
内
ゆ
か
り

           

か
つ 　

 

と
し
ゅ
う
ば

冬
旱
嘗
て
渡
舟
場
ダ
ム
底
に　
　
　
　

  

竹
内　

ろ
草

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

捨
て
猫
に
慕
ひ
寄
ら
る
る
紅
葉
寺　
　

佐
竹　

洋
子                

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

つ
ま

茶
の
花
の
咲
き
て
夫
の
忌
近
づ
き
ぬ　

佐
藤　
　

幸

い
ち
ょ
う

銀
杏
散
る
ま
っ
た
だ
中
へ
ホ
ー
ル
イ
ン　
　

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
の
音
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
保
育
園　

古
川　

信
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

つ 

わ  

あ
か

浜
辺
へ
と
抜
け
る
木
立
の
石
蕗
明
り　

小
松　

愛
子

冬
夕
焼
潮
目
さ
だ
か
に
瀬
戸
の
海　
　

中
澤　

美
晴

　

き
ず
な

「
絆
」
て
ふ
一
字
を
大
書
年
惜
し
む　

森
本　

倢
代

老
ひ
て
な
ほ
夢
追
ひ
か
け
て
ク
リ
ス
マ
ス 

山
崎　

鈴
子

も
が
り
ぶ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

と
ば
り

虎
落
笛
猫
の
目
光
る
夜
の
帷　
　
　
　

吉
田　
　

芳

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
げ
る
も
の
主
婦
に
は
多
し
十
二
月　

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

す
す

退
院
す
九
十
路
夫
婦
の
煤
払
ひ　
　
　

黒
岩　

幸
女

古
里
の
山
連
綿
と
柿
を
吊
る　
　
　
　

黒
岩
千
英
子

梨
収
穫
終
は
り
し
早
も
棚
手
入
れ　
　

久
保
内
鏡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

へ
い

神
杉
の
周
り
の
弊
に
冬
日
差
す　
　
　

小
松　
　

完

冬
の
雲
ド
ラ
マ
は
坂
の
上
の
雲　
　
　

小
松　

隆
之

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
な

懐
も
師
走
の
風
に
苛
ま
れ　
　
　
　
　

小
松　
　

昇

茶
の
花
や
詫
び
た
き
友
の
一
人
あ
り　

杉
山　

春
萌

枯
れ
畑
に
母
の
背
中
の
見
え
隠
れ　
　

野
村　

里
史

　
　
　
　
　
　

湖
風
に
雨
に
へ
た
り
し
木
守
柿　
　
　

前
田　

欣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潮
菊
も
ア
コ
ウ
も
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク　

前
田　

秀
女

　
　
　
　
　

 

く
り
や

夕
仕
度
厨
に
芋
を
転
が
し
て　
　
　
　

間
崎　

和
代

こ
ん
に
ゃ
く

蒟
蒻
の
否
応
な
し
に
掘
り
出
さ
る　
　

森
本　

之
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
ぞ

オ
リ
オ
ン
座
見
て
楮
蒸
し
た
る
こ
と
も　
　

山
崎
か
ず
み

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

ガ
マ
ズ
ミ
酒
封
し
つ
か
り
と
冬
に
入
る　

山
中　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
は
世
界
の
都
ク
リ
ス
マ
ス　
　
　

山
中　

瑞
輝

紅
葉
散
り
門
前
屋
台
た
た
み
を
り　
　

山
中　

明
石

　　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

じ
ょ
う
よ

丈
余
に
も
及
ぶ
門
松
警
察
署　
　
　
　

明
石　

韮
生

　
　
　
　
　
　

  

や
ぎ

開
戦
日
山
羊
が
荒
野
の
ま
ん
中
に　
　
　

安
丸　

槙
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  

び  

わ

晩
年
の
す
ぐ
そ
こ
に
あ
り
枇
杷
の
花 
　

森
田　

菊
恵

も
ろ
も
ろ

諸
諸
の
落
葉
抱
え
て
山
眠
る　
　
　
　

森
田　

貞
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

た
ず

柚
子
の
香
や
安
否
訊
ね
る
過
疎
の
村　

笹
岡　

英
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

故
里
は
限
界
集
落
と
な
り
に
け
り　
　

前
田　

三
郎

吹
き
晴
れ
て
星
座
と
と
な
ふ
冬
の
空　

大
石　

邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
し
ょ
う

柚
子
風
呂
に
宮
沢
賢
治
暗
誦
す　
　
　

前
田
美
智
子

被
災
地
に
届
け
聖
夜
の
千
の
風　
　
　

前
田　

小
夜

昭
和
期
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
く
師
走　

 

橋
本　

昭
和

し
し猪
除
け
の
電
流
な
が
す
峡
の
冬　
　
　

樫
谷　

雅
道

　
　高
々
と
足
場
組
み
終
え
十
二
月　
　
　

田
村　

一
翠

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

FAX

軒
下
に
暖
簾
代
わ
り
の
吊
し
柿

秋
の
陽
を
受
け
て
、
軒
端
に
輝
く
吊
し
柿
。
景
色
が
鮮

明
で
郷
愁
を
誘
う
句
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

地
元
を
代
表
す
る
画
家
・
公

文
秀
良
さ
ん
の
絵
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

公
文
秀
良
さ
ん
は
１
９
４
５

年
に
香
美
市
土
佐
山
田
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
山
田
高
校
に
も

赴
任
し
た
こ
と
の
あ
る
美
術
教

師
だ
っ
た
、
画
家
・
福
冨
栄
さ

ん
（
サ
ロ
ン
・
ド
会
員
、
県
展

無
鑑
査
・
審
査
員
）
に
師
事
し

ま
し
た
。

　

１
９
７
７
年
に
福
冨
栄
さ
ん

と
古
美
術
研
究
の
た
め
、
ギ
リ

シ
ャ
旅
行
に
行
っ
た
帰
り
に
パ

リ
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
ま
ま
パ

リ
に
長
期
滞
在
し
、
サ
ロ
ン
・

ソ
シ
エ
テ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ

サ
ー
ル
展
に
初
入
選
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
再
三
パ
リ
に
留
学

し
、
１
９
８
１
年
に
は
同
展
の

ほ
か
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ

や
ル
・
サ
ロ
ン
展
に
入
選
し
、

第
13
回
ア
カ
デ
ミ
ー
ル
・
テ

ス
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
メ
ダ
ー

ユ
・
ベ
ル
メ
イ
ル
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
パ
リ
で
活
躍
し
ま

す
。
帰
国
後
、
二
科
展
へ
の
出

品
や
、
個
展
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

風
景
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル

な
ど
を
描
い
た
油
彩
画
を
、
近

年
は
県
内
で
水
彩
の
風
景
画
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
作
品
は
、
２
０
０
８

年
に
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
（
バ
ラ
窓
）
で
す
。
深

い
青
色
の
中
に
光
を
通
し
て
輝

く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
色
彩

が
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ

た
美
し
い
作
品
で
す
。

　

今
回
は
１
９
７
０
年
代
の
初

期
か
ら
未
発
表
の
新
作
ま
で
が

一
堂
に
並
び
ま
す
。
会
期
中
の

公
文
秀
良
テ
ー
マ
別
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
と
共
に
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
館
長
・
北　

泰
子
）

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

▲Chartres

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会　

玉
井
清
弘
先
生
講
演
会

芸
術
祭
短
歌
会
・
俳
句
会　

　　　　　　　　　　　　

高
点
賞
作
品
の
ご
紹
介

　

第
９
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大

会
表
彰
式
の
終
了
後
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
今
大

会
選
者
の
玉
井
清
弘
先
生
で

す
。
大
会
へ
の
作
品
投
稿
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
10
日
（
土
）

13
時
（
表
彰
式
開
始
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所
（
吉

井
勇
記
念
館
隣
）

※

入
場
無
料

【
講
師
】
玉
井
清
弘
さ
ん
（
昭

和
15
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。

N
H
K
学
園
短
歌
講
座
「
友
の

会
」
選
者
・
「
音
」
選
者
）

【
送
迎
バ
ス
】 

香
美
市
役
所
西

庁
舎
前
よ
り
、
香
美
市
役
所
香

北
支
所
前
経
由
で
、
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。※

要
予
約

行
き　

12
時
発
（
香
北
支
所
前

12
時
20
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

【
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
井
勇
記
念
館

☎
58
・
２
２
２
０

　

広
報
香
美
12
月
号
裏
表
紙
掲

載
の
芸
術
祭
入
賞
作
品
の
内
、

短
歌
会
・
俳
句
会
の
高
点
賞
受

秋
茄
子
振
り
て
紫
紺
の
水
を
切
る　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

洋
子

「
そ
こ
そ
こ
」
と
夜
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★オープニングセレモニー　２月１８日（土）
　１４時００分～　山中淳二（高知交響楽団所属）フルート演奏
　１４時３０分～　公文秀良アーティストトーク
★公文秀良テーマ別ギャラリートーク（全て１４時～）
　２月１９日（日）「１９７７年エコール・ド・
                                   パリの匂いの残るパリ」
　２月２６日（日）「福冨栄先生と私の事」
　３月　４日（日）「ヨーロッパ貧乏旅行の勧め」
　３月１１日（日）「対談」公文秀良×館長
　３月１８日（日）「対談」公文秀良×館長

KUMON　SHURYO

ふ
ゆ
ひ
で
り


